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l竺
イエーア：児島湾におけ糾唱土間緊 ／ 

ゲ

和施 iir：児島沌．1)水田犀発 l3．日 本にお（す か平`地を躾保するため）こ朽 11つ;IJL

た 遷去および現在にかたる沼沢把． 洒穎の干•拓 につし） ‘この重要牲 ．を屈il 虹 I.,

て い る」という序文に始ま（） r加幻な る力な・遷去税 I,! bf峙 期に干 拓を刺戦 し

た永 如河なる手 ・杖によって行））） れた，,_.・J;tl'拓上の 主たる自然的宝帝は栢ご・

あったか 、． またどの梃度の版‘原な]..tった'.;?...千拓地に廼てら i}した径済的液究

の一般 的特 攻）i河であるか」という阿題を 提起 して 玲ぶ 進め られ て い、る，蛤 ．

めに自然衷境 J)一叙 的記述があるぶ．省 略する ．

河拓の時期 、初期の用発 洞山平 野の蓑業胴廃tiドし乏え 0 0 0 況ー以

蛹に始まる ．此処は先史時、竹より人類居住の批であり（古 A℃遼腐によ・る）、

米 J)尊八 l;;1~に人周汚動の中恥たら しめ 初 期應発とは少数の南 北，．支莉も

羽氏の参加もあり．六睦よ 1)進歩也 る遵漉校茄fをもたら しめた こ <もぁっだ

・ 條里の踪｝紐 もなお残され ．平野中央あよな束碕ゴ既に潤 荀 i<景 丸とし

て固め られていたコとを示してしl.6). 更に漑 戸内海の烹婿iにあった当羽の旨

府と京支荊沿岸とを柱奴する俗飴 の 主浮鹿泊 地 と い う 祐 盪 的 俊 越i1位を比地の

栖位 、を名めた、

封 疫時代の 千拓 ．力入廂ぱ泡面への 進出 で あ る ．中世における助統的な

Jl1'早l3 野に！コ喪禁 活動を 妨げたか ．次中に培屯る人口分、原 窮，を生店 ・的な水

田 yこ変えるこ とを要 求 し ．Jグ世紀た＾って紐）II一族の封走的秩序・）こよる 手 ・

和 の坊 禾と共に ・注 克．`1新 Lし）源泉と して児島泡の癌滋に伺げら i/＼た，そ し

て千考地用発の瑕初のも d) I~ 字た．弓 疸家に よって なさ れ た， I 6 0 C 呈以后

、珂<J)大必は應！JI字、による絃封、 新封 ．参 衷灰 代 、 公 扶 尊祟え の寄菊のた

のに弱めら）れた 労 力 J)回級景として、 祖 済 上の改善（其 らl:J湮常 、米4乍の 地

殺 と 病 業活勘の拡張 瑕朱投造柴 、保森産 物 の奨励 ．を含む）と 勿め た 、児

怠汚の千拓もその一つの松）証と考えられ 8 ものであ~. I汀世祀になるまで

）こ 汚 の 西煽と祖ヤ内埓をつなぐ源戸海級 f公渉j/）lの産頭作用 で・ふさかし れ、 湾内

(67) 



潮 流の速度の致）少によ り 内 裟の埋殺 1:1叉に 進んだ , b o年 訊 ｝：：差 の水 田乏

企を 19 ¢クエーカ ーの士地が’ 問山手野 に初えら .}Iた，次に 旭 川の 両方え 9

(J Pエ ーカ ー．の 細 艮 い 士 妃 仄手筍さ <ll. !!.. !：：：は 35・/)エーなー に及ぶ 旭． 吉

井配IIの町の地か‘ヽ 湾の面栃にある Ig l/.. 0 エ ーカーな 干拓さ 爪た． 近．1tJ) 

享祟 近代における干拓幸素ば／夕 ig与未． ＝ つの団浜（隣 1ヨ組と政府

）の手 に よ っ て朽わ ：l¥.た ． 綬 若 の 一 つ 口布沿新政府 による ．浅 菟した択 士奢

級の授．産亨業と して、もう 一つば矛入次世界 大 穀俊の投真蓋入救洛策 に．食置

因疱のためと行わ A1た ．藤田組の梵づ＇打当った困泡 l3 汚内渓業若の反対

沢 水 えの 恐柿 ．飴舶怠係 ．巷の及対 ．ヌ濠 娯 ．呑にあるヒころ rJ).?K の朕め 、柔 水

今 に対する男くの困避等 I2 であ~ "胎しえ らを克粗 して エ 苧 jj,進めら れ た．

以 .t.近代末期の 千 拓 ま さ'J)要浜 IJ

{|) キ拓は壊統的に行わ 4した ．1)-e:'・日なし）．

{2） 干拓の針函 ｀ 琺 懐 、 経 営 は 政 府 商 ，人の 手で・扱か）し 預民 ・自ら の 手で扱わ

れたの でわなか った、 之は成田楼成の 複 緒牲と合然琉害 の規棋が 大であっ

たことを示してし）る，

(3} 成功せる千 拓 ,-a改 善さ れた エ菜忍罰こよって J::詫幻然化渭ぎを枯渡 或 い

わ根絶し たこと によ る．

◇戎J ｝潤粗 千拓地 ．f)水不足ば、 ，．喉 民の困党 と庄程力 h 壱しい伶下を末

たした≫ご n尿困 は湖山平 野 西 郎 の 大 椀介の水田 rこ：根拾している忘染)¥lに依

存し滞ぎることであ~ .. 即 ち ． 海近くに涅すみまさ· }こ河．水は 他の 水、利祖ヽ 合、

によって 消 召 蓋 さ収て しまう＾この 徴者は 、況 尤は、 Iq又 4呈 、I9 3'1年の

如く手犀依の占;/)牧摂て•ある 、 ：：： J)偶決紫 として採田俎 t;;!千拓地中に巨＊、な

矩形 ，f)貯水池を 投 lすることにした 、が 下 方から浸出する 堰今 か、 再も： •この IK を

潅艇用水と して伎用する ごと 、左妨 ！ヤた． 肘 拓 絞 “°耳の坑｝こ於てさえ地．夜面

下に短田の存在 していること仄実証されごいるツし f)、，ぅほ•こ 9/) 俎 ，｝k 沼 症 ））桓

久的紆決索 ぱ 如 伺にすべきか ｀そAl,1店）叶 面方 の児島跨筏余初介 ．を．淡；K．漆に

浚えること乙•ある• I/ J)'J¥、水門に よ っ ←こ 錮速コれ ．る潮 i)9k荀 ぱ京ガ 、1)迎面

に対 して氾沼期に S-tJ C17l 、他の 時期に夕 0t:1/l南くな＆ 崎ダムの完孤‘後堀．水透

は 流入する語流と両方よりのか＼ ／11,:/) lい ．よって淡lkiこ欣；るさあろう，洗 J)

八口 を迂る IJ'・ム 痙 投 /j既）こ追行中<:・ あし）．／ 9夕 6早完 成峻に：aみ // 0 r., エ

-7J 一のが、 面をなすで•あろう ， てしてこの水）ユ透后 J) 干拓計西（矛 6 . 17区

． 衷も汚際の投 区 ）と朕始也ら 1Jl 、)之¢ 0 0 エー刀ーの土蛇の 浚殻旭ガ11! 

ぇ 61,t タ 0 0 プッシエルの米と夕 5l./. O クプ、ッ シエルの叙殺に扱みであろう

· また油水 lit 翠戸~巧浴沿岸 に ある写野周辺のエ菜地に深られるエ祟的効雨も

(¢8) 



考えられる ． しかし啄享 用水の給水、涵酪はホ鮮決である 。即ぢ千拓地肉婚、）：：：

沿って堀ら」れた 11＼数の井jt)j亀糸り棗すぎるのと 、所有痛に料座をとられる

ことにより．朕 用せられすヽ．大的か！コ 、 トヒや水こし逐や貯水クンクに術め

ら］れた尺代を利 用 しているに 退ぎな し）^ えが 為に遥去源団揖 ）ゴ兇匂半あより

水船の一隊を組総 lて送った が／ク ‘4 0 年 ）こは 廃ざ 頑 た刷もある ，

◇藤田村 躁田村 I;;)他 の兇範汚千拓地と買った＝つの特徴を笥つてりる

。一つば I9ダク犀の :t.地改華まで企柑およな釈加約隣接折有屹ぱ藻田俎に

よって所有さ Il夏営 された ．こ のこ とは日序にあいて一田丼が保持した穀大

の殺地であった・，その二｝d本村および衷．除かす集約的手耕厄こって代表さ 瓜

る百本の中で、瑕も渇度！：：：椋祁：At.さ iれた 猥茉地に (;j・ったということ である っ

前有について ｝タノ え 与の 森田村ばえつ の異 つた形で湿営さ｝れた ① え

0 0 0エーガーの士 地 が 会 社 旦翌殺ガと して 拒化され、）lヽ枚組濱 によって．

3 ~ 6 T.ーカー j)割当宏なさ Illた ，源田吼田披等叫双旗を虫束るだ1f迷ゃ

かに回牧すべく 八ヽ保 店 に 対 し． 苛灸しな堪取紐老策か〕取 られ た っ一腕 を滋泳

力と牧穫の¢ ク ％が広社に約めら tl したつえに対し企喋夜民椙合立 ）く•‘ンクにす

る地な 殺氏団條を始め．必租グ）及抗楚動 な灼われたが J? lj. 17 ?i で• その女 翫

叔 1::l:媒た 1)した 、のである．

＠も ／0 00エー 1} -の土地か曰底い秒 慟店 を』史う堅翌差翌として純娘約に

涯汚 さ lJした 。労え汝大 戦中）こ 潔校児窒と溺人田株が凌口翌勁と ．．してえに4足幸

し、地 方袈民団体ば 県 庁 筋 を 動 、がして 祐有把の一朗走 A、'iセ乃 杢釘’れ股 ｝：：花却

辻しめよろとしたが．成切~ しなかった. J <j iJ I] 底以后ぱ士地孜革によっ—こ

政府の手に商さ ~l . ~に A店）、 ． ろ頃ば 、 復目攘人 J) 寺に ·売 却さ れたので嘉

る。

この度に絃占 袂取の恋し l 荀と反対）•こ、 4度 ，J) 頁 祁．も 徳 、 ｝して は ならないっそ．t il }ユ

漿業柑祓の辱入による曲欧式艮朗技術の応用である，初め J)吸枕 ！コ l? 0 9 

耳 USAから 勅 入さ ;lした，うクーに 台関剣底様次 いで 癒勅檄．ガヽ）し）ン毛ー

ター｀共の他が加え が｝した。 添田材の古参巻 lei.ー合の自勃拍舷徴をぢ人一 姐

で分担し た. (しか し新参の資ガのないものば泥，笥ぎめさ 貨 歴したものもあ

った．）更 に該の誤旅．、村が様椋Iit密 ：ヽ．:-に変った ，そ の例を挙サると／クタ 3

犀）こ lj)え／ 0 祉帯に b4 8合の耕肱哄 ．9?み 合の底殻旅、 Iみ／台 の没

裾橡． l/え仏台 J)がソリ ‘ン発、勤歳、 I()l./. 17台・ J) 亜蜀楼仄•あった ，そして

こか綾向 I叩広く涸山平野 中`に広まった．蔑 業牒和這茉 1::j孜店にを 1ナつか 1}し

蚤賄計画とは 、和転娯を U世帯（毎に一合、或い這／ 6エーカー 毎 v.:.一合、疑

餃根 -合．噴拐器 ー合、 三玲オート） S̀4 -合を与えろことになっている。 も

“紅？）



し之が＇実現さ ;Jl:,,.ば房大？成系 ．な期待さ れる，

◇千拓蛇の土地翠j用、 汚周辺地区の主要素物は米であるが．前速• i) 水足

と 士、．般、中の塩分のために 、庄厄線は平野 の 梵かよりも撚い →又 畑地が、‘祗少の

ため 、野莱 1コ屹怠半島｝乙依存している ヮ現 在で、こ そえ毛炸か‘標準であるか＇ ．

過去）こ於いてはそうてなかった，即ち ｝lヽ唇 J)低価格と 、男頒か）＼、作科A'限民

と裏枚の利昼を銀証しなかったのであるっしかし／タダ 0～ダ／耳にかけて

の政府の叙物強制根出・制度が＇之毛枚を促進さ也た っ又墨表の吋草か腐利な換

全炸物としてねら JLr.いる 4 哀新千拓旭として進行中 の分も、！］地区は水手

足の故に乾凝股法が支足的であるふ｀ 、やかて淡水湖の実奥によ っ て 、隣接英

地政に緑似した土地利用根式かとら ,JI心で あらう ）まだ一方夕 ot) ・エーカー

の土地に綿の教培か方か）している松｀之｝」封建菊代におげ る祗式‘えの 逆炭 リ

として雲亦ぁる現徴である。以上逹するに新しい干拓地 に於＼ずる務誤 IJ、現

在が＝姜約な溢要牲を有 してし）るにすぎない ツ人屈巷直妬 しし）土地に 白も

の家）3建L .>いるが炎,K湖の実硯までは 、綬等の牧入は千拓の肛季に．悠腐し

て ll るので•＿ある，

◇千拓地球の工業的効用 栂川の両岸と捉すみ広大 な千拓地豚‘が溺山市． 
のエ索発展の恙にとって逗か／）した “この千拓地は戦酷中 の登用祇朽蛎と窟席

工場のために 0.7k団として佼用することは不可棠になっこいる ，／？ 5 0 年

I I:, 7Jの人口をもっ岡山市 1芍 町山平野｀岡山患両党の拒尊的節市であり、

工禁，｝）中心 地さ、ある、又梃未より、食行、人造総維の工場 ・探々な消羹 小企紫

に惑きつけらりし Z永たが．新しい工業地戎の発辰）、こ当って猥梱口 `市 -J)エ咲

染 洒 に変北在与える大企棠の発致を企図 し た贄そして比祗 ）こ人 姥危載俎 も化学

＊両工場が放立さガじた 、一さ汚の杯こ： ；こピ 1:'-~ ・ ザ ／朗罰淑備を投

ltr， その蛇叛の残糸的分后 ご．ク， 4.、 ーヽ・＇．．．；、初工場を牧怒するニ

とか＇虫禾る、新エ茉地嫁）こば．有 ffJ)なし）くつか 1)点をもげる：：：：とが出来る。そ

l)しーは．

[、1ー） 位歪

(2.) 周 辺 地 況 に ある阪神地方 より刃い浪村余剃労4カカ。

(3) 旭川の J::流にある＝つの大規模 な男月約ゲ A.1)光成が近 づくと扶に、 7k

の固歴が改笞されゐこと ．

(4) 遵宮な原動ガが、瑛地の 7pZ1}発竜所，旭｝ll河 口 の 火 ガ 発 吃 折 ，神戸 、より

の近屯．呼によっこ舟ら 1}l．石炭 は北九州か＇鉄選船により筵 1よ・ i.llる迫悌呉

にある U

更 に鉄逍 /.;J尺ゆる方面に廷 75,.' 宇野及び粕岡山市迷には卜＇ツク施放も堤叙

(7 /)） 



工京地 よ ，：J9:9-.9,；;Hiにある活冷施放は現在、犀 百え 0 万トンの J.}＼払生

扱ってし1るか 柩殺綬）コ更にダ倍に堵すであろうし ，浚浪することによ って． 
中型の浜物船の入老も可荻である，この エ菜地竣 西方地•裟け 、 住宅街 ． 商店

街と して 新企索の 労勿者 3万を 吸 牧 す る地域とし て発及す るであろう．

なお笙若）dワシ ントン大 半地直 学科助敷授である ． （／ 9夕 b、3.3I) 

内 落吐会研究会編：村落団完疇果と団環且
1954 

メ
プ

詩涸社 260頁、

朝 洞 璽

．ヽ

美

本各 は 村 活 社 為を宍遁の町究対象と する差今 晒しぅ淫店が夫々の立効におし）

. -c村 落釈究 の 既注の業祇 を一回毅欺判し -こ今峻の祝産 のあるべき浜を萌かア、 し

ようと拭みたもので＇．象落地迎学の立考から擁 纂さ 収た も ので・はなし），艇 つ

ーて喜認の形式、も必華必節に亘る内容的 犯介 左逐一朽 ・う ガ 法 を止 め．あえて 望

肴が地眼労研究肴に本苔を推せんする所以のものを筑後破の形で• 述べ 、 特に

洪涼を抱いた ／、之 の頃につ し＇）てのみ硲廼的に笥□｀忽介を試．社る恕度を 取

った，

さて牧‘が酉におけ？る条落地速 J学の研完ぱ泌加｝ 0 耳前綬乏蛯菌ヒし埒代に

よる浪行 との 波はあるとしても 今日に到るまで・常に 地理営.J:;中の中心、約枯覆

を占める 争に ついては一，芯訳め ても差支えばなかろ うつかつてだ松 繁装武は

戸..素路 1コひとり地理労研究上の対象たる f)みで，な く、他 .J)萄 砕 営 、例えば

安孝 ｀ 径済浮 、社会 導 ｀荻労等におい ・ごも回じ'<.：： ・，}し な対象と して研究し て

ぃみ，炎 って 地産 .吝..t泉怒在その研究 J)対悠どする易合に は地 理 学 約 な 立 場 か

ら旭理学約な方法をもってなさるべき をある 、•― ー ーミ1 (，台波競走 ：条菜認g )

と拒掘されたか ｀：：：の 地理営の之助から ・糸路 を どう取り上げるかにつし）て従

末 箔啄の 見 鋸 を 要 約するとえつの 立笏で代表さ J}頃 ，

労／ぱJ村必憤．街 氏 四文 う戸--•集落なるもの）g 地 J::. に打亥こら 9it こし）る以ヒ

>との立っている 土地や 、広く自然の特彼 によって制約を授け或はこ i）しに｝芯化し

ている ，か くの 如 くなボは魚忍なるもの自人 類 と地床表面との Jt;l)こ存 統すみ

痕 も庄統的な開 尿を包括していみのと ある s こiJL怒苑現象と土地或 l4広く自

然 との克 條 J)兜明 こ1}しか 祭訴 地J星，ヽ埓釣研究 のが役である・...l岩波 悛座 ：祭 芦

陥 8) とすなわち朱銘を痕党 箪ぅ 之 、場か ら見、ると 云 う左喝、オ久 IJ棉負 君広

武の亡＿＿―-今迄の旭諜加印汲つて求た地オり）蛍位ボ大きすぎ た感ふ｀あったので＼

(7/) 


